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　 Abstract

Iresearched　the　expressionaL　colorfactors 　and 　examined 　the　tendency 　of　the　colQr 　selectivity　by　analys ｛s　on 　the

fourteen　pictorial　works 　by　multi−colors ．　Those　w （〕rks　representing 　opposing 　feeling−「mages 　were 　oategor 「zed 　into

two　groups　each 　　pleasure　　and 　　displeasure　．The　co ［or　values 　obtained 　by　means 　of　colormetry 　were

GQmpared 　on 　three　attr［butes　and 　area −ratio 　on 廿ie　Lab　ooordinate 　and 　disGussed．

The　conclus ［Qn　is：the　important　expressive 　factors　On 　the　feeling−images 　expression 　are 　hue−value （brightness）
’

seiectivity 　and 　the　area −ratio．

要 　旨

　多色 による感情表現の作品を測色分析 して表現要因を検討 し，使用色の選択の傾向を調 べ た。それぞれ．に対立す

るテ
ー

マ を設定 して制作された作品を 「快」「不快」の 二系統に分類し比較 した 。 検討作品 は総数 ］4 点で ，「i央テ
ー

マ 作品 7 点，不快テ
ー

マ 作品 7 点で ある 。 作品 の 全体の 測色値をまとめ て 、Lab 座標における分布図 と全使用色

の面積比率図として 表わ して検討 して結果 ，快 ，不快の表現 は三属性のうち 主に明度 と色相 ，及び面積比率による

こ とを確 認 した。
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1．はじめに

　色彩による感情作用の問題は替から注圏され ていた

が 、と く に今世紀 に入 り科学領域の発展 にともな い
F

色彩 における
一

つ の関心を集めて ，生理的 ，心理 的 ，

文化 的 な ど多角度か ら研究され て きた 。

　色彩がも つ イメージ に関して は．単色に つ い て は大

山
” ，中月ド らの研 究があ り、2色 配色 では神作

ヨ；
の

研究 ，3色 配色 で は納谷ら
4），i，1

の 研究などが挙げ られ

る。研究方法 の 主流は因子分析によるも の で あ る。ま

た日本色彩研 究所による単麁や 3 色配色の色彩 イメ
ー

ジの につ い て の総 合的な謌査
fi｝’i）

もある。

　 こ のよ うに色彩感情に対 して は こ れま で 多様な成果

が挙げら れ て ぎたが ，それ らの 研究は 、主に人間の心

理的反応や認識を単純な状態の色に つ い てを探る研究

であ り，色彩情報 に対 して，人間は どのような心理的

な反応 の傾向を持 っ て い る か，どの よ うに外部の 色彩

情報を感 じて い るかなどにつ い ての研 究である。しか

し，複雑な絵画の表現に関 して ，と くにそれの全般的

な色彩表現 に つ い て そ の 感情効果を分析 し解明す る よ

うな研究は い まま で 見当たらな い よ うで ある 。 要約的

にい えば．従来の色彩の感情 に関する研究では ，複雑

な画面に表現 される感情 における色彩 的特徴は研 究さ

れず ，単純な状態にある色 の 感情に つ い て の 心理 的研

究の 方面 だ け に 集中して き た よ う に み られ る 。

　本研究の 圉的は ．一
つ の作品的表現 を した画面 に つ

い て ，その 全体の 色彩分析を して ，そ れによ っ て 表現

の も つ 使用の 傾向を明らかにする こ とにある。分析で

は，よ り客観的 に画面全体における多色による感情表

現の特徴を認識するため に，正反対立の感情テ
ー

マ に

基づ い て制作された ，調子変化を持つ 多数の 複数色を

使 っ て表現された，絵画的，デザイ ン的表現による作

品を 「快」と 「不快」に二 系列化 して ．それを測色的

手 段によ っ て定量分析 し．それぞれの系 列の作品 群が

表わす感情表現の特徴を明らかに した。そ の よ うな分

析によ っ て ，多数色によ る感情表現 がもつ 基本的な性

質の傾向を把握し，ある程度その要因 を解明すること

がで きたの で 報告する。

　本研究 は限定 した数の作品に つ いての分析であ り，

また形，構図、また．使用色材の特徴，表現技法 ，な

ど表現 に含まれ影響する要因を除外 して ，色彩情報 と

して の 各作品の 使用色の 範 囲だけ で 検 討を進め て い

る。

2． 検討対象の作品

　 ここで分析対象とする作品は，東京芸術大学色彩研

究室 に所蔵されて ぎた昭和 33年か ら昭和 47年かけて

の 東 京芸術大 学や女子美術大学な どの 学生 の 感情表現

課 題作品か ら選定 した ，「快」．「不快」の 2系統の作

品各 7 点，計 14点で ある。それ らの も ととな っ た作

品群は ，色彩 によ っ て 対立する感情の 表現をする とい

う課 題 に よ っ て制作された作品であ り，数十種 類の

テー
マ に よる 感情が設定さ れ 1 それ に基づ い て作品化

されている 。 それ らの うちの多 くは抽象形状によるも

の で あるが ，ある い は具 象の 絵 画 描写 的 に あ る い は デ

ザ イ ン 的に構成表現さ れ て い る も の もある 。 全部で

1200余点があ り 1テー
マ と した感情 に対 して うま く表

現できたもの もある し，失敗 したもの もある。

　全体の作品のもと の タイ トルは ，表 ］に一部を示す

よ う に 「快」，「不 快」1 「喜 び」，「楽」．「怒 り」な ど

個々にテ
ー

マ がつ け られ ている。これ らの作品 に対 し

て ，多様なテ
ー

マ の ままばらば らに個別的に扱うよ り

は ，相対す る 二 つ の分類テー
マ に よ っ て 総括する方が

より対処 しやすくなると判断 した 。 そ のような総括的

な分類とは 1 感 1脅作用 をプラス と マ イナ ス の 方向に分

ける こ とである。すなわち ，プラ ス の グル
ー

プの表現

内容は 「快」の 感情に相当 し，マ イナ ス のグル
ープの

表現内容は 「不快」 の 感情 に 相当する と大別する こ と

が可 能であろ うと想定す るのであるが （表 1を参照），

それによ っ て 作品検討で は十分実効性をも つ と考えら

れる。その よ うな考え に従 っ て ，研究対象と した全作

品を新 たに二 つ に分類 し，その系統 に基 づ いて検討す

る こ とと した。検討に当り 1 まず目視観察によ っ て全

作品を繰り返 して 比較 して ．色彩による 感 情表現 の 個

人性 ，普遍 性，成 功の度合いなどの特徴を配慮して 、研

究対象と して も っ ともよい レベ ル にあ る と判定 した

46点の作品 を選 出 し，測色 した。本論 文は，その測

色 した 46 作品の 中の ，「快」と 「不 快」感情 表現 に

と っ て うま く表現 された 「快」と 「不快」の作 品 7 点

ず つ ，合計 14点の作品 （図 1参照）の測色値に基づ

く分析につ い て の報 告 で ある。そ の 内 10点の 作品 は

5作者 による
一

対の作品 （NOI ］、2，314，9）で あ

る。

3． 測色

3，1，測定器とそ の特徴

研 究対象の作品の測色は ，2次 元測色 シ ス テム C ト

1040i（ミ ノ ル タ製）によ っ て 行 っ た。その測色器 には
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40 × 40mm と 275　x　275　mm の 2種 類の 測定 口 を

もつ 2タイプがあ る。測定を行っ た当時，いずれも市

販品 はなか っ たが御好意によ リミ ノ ルタ社内 で 測定 を

実施することがで きた 。 こ の測色シ ス テムは画素単位

で 測 色する の で 、きわ め て高 精度であ り，また測定

口域内に示される全使用色に対して面積比率が自動的

に算 出される点に特徴をも っ て い る。

3．2．測色方法

　各対象作品に つ い て全画面 の測色を行 っ た 。

　275 × 275mm 測 定 口 をも つ 沮1」定器 で 作品 か ら直接

測色値を得た。対 象と した作品は表一］に示すようにサ

イズが異なるものがある 。 B2 判はも っ とも数多く 13

点 で あ っ たが ，それは 4 回 に分けて 測色 した。B2 以

下 のサイズは 2回 1 あるいは 1回で 測色 した。

3．3．使用色の 面積比率

　色の 面積計算で は測定口の も つ 面積が 100L／o とされ

る 。 原作品の大きさが測定 口径を上 まわるものにつ い

て は ，その測定口 の面積におさまる （作品の 一部に当

たる）部分が占める使用色の 面積を作品全面積に対 し

て占めるパーセンテ
ージ量とし，繰り返された淇1」定面

積を計算 して ，本来作品のも つ 全体の面積比率に相当

する測定数値を算 出 した。（その方法の詳細に つ いて は、

紙幅の都合上博士申請論文を参照 して い ただきたい 。）

4．測色データによる分布図 の 制作

　得 られた各作品の測 色データを Lab 色空 間上 に表

わ して 差異を検討 した。そ の 目 的の た め に ，各作品 の

色の 明度，彩度，色相と各構成色の 面穫比率などに分

けて特徴点を明 らかにするよ う努めた 。 測色デ
ー

タ を

必要 によ っ て 整 理 し （表 2 を参照 ），それ に基 づ い て

Lab 色空間上 に Lab 値と面 積比率の 分布 とを示す

図を作成し た 。

表 1 快と不快に分類 した作品

No 各伜 者 に よ る 裏 現 タ イ ト ル 快．不快の分類番号 サイズ （cm ） 作 者の所属 専攻

⊥ 野辺で愛 ら し い 花をみつけた時の 1まの かな筈ぴ

裏切 られ た峙 の 過，しみに似 た憤 り

快
一1

不快
一137

，7×53，ε 女了美術大学

　　洋画科

2 快

不 快

快 ．2
不决
一233

，3x 澱 ，3 女チ美術大学

　　 〔不明 1

3 希
』
望

絶 望

快一3
不快

一339
ヨx54 ．9 女 ア美術 大学

　　 ⊥ 芸科

4 希 望

絶 望

快 →

季快
一4364x51

．5 女于更術 大学

　　 図 案 科

5 何 を や 一〕て も つ まつ い て しま う何か をや る と っ まず

く もの があ って いやな気痔

不決一539 × 54 女予発術大学

造 形美衛 科

6 失望 不快
一6226 ×26 女子羝 蔚大学 ．洋画科

7 楽 快
一5 3呂，2x54 ，3 女子黄術大学．洋画科

8 雨上 ロ の さ わ や か さ 快一b 39．gx53 ．昌 女 子美術大学 ．工 芸科

2 「快 1 ．7 オ ル ムと明慶彩度 の の 鷹係 に お い て 調和

11不快」 不譌和

快 7
不快一7

呂5．5× 50，4 來 京蕷術 大学．目本画

5．検討

5．1，検討のための分析の方法

　色彩感情表現 の 特徴を把握す る た め の分析方法は 、

各作品につ い ての個別的な色彩特徴の分析といくつ か

の作品を通 じて認め られる共通性 につ い て の 分析があ

る。具 体 的手 段 と して ，］，測 色 デ
ー

タの 特徴の 分

析 ，2．Lab 色空 間の 測色分布の 特徴の分析 ，3．作

品自体に つ い て の 視認 に よ る判断な どで ある．本研究

を進める に当た っ ては これ らすべ てを行 っ たが 1 本論

文で はとくに測 色値と Lab 色空間の分布の 特 徴の 分

析に主点を置い て 述べ る。

　 Lab 色空 間の分布 特黴の分析 におい て は，各作品

の 色彩の 感
「
清表現の 特微をよ く反映して い る と考えら

れる
匚
全 体的な色彩の 分布の 位置

’
，

L’
全体的な色彩分

布の範囲
’
，

”
a 体的な角彩分布の形

”
、

’
全 体と して認

め られる各色の 間の関係 （分 布状 態 の 特徴 ）
’
，

”
全体

的な色彩の面槓比率
’

の内容に注巨ヨして検謝した 。

5．2，「快」，「不快」の表現特徴の分析

　こ こ では 「快」と 「不快」の各作 品 に表 われた ，

も っ とも共通的な表現特徴を認識する こ とを目的に考

え ，個々 の 作品検討で はな く，全作品を ま と め て一
つ

の 全体像として とらえて 分析 した e つ ま り，まとま っ

た
一

つ の全体図によ っ て 示される内容を対象と した検

討 を行 っ た。

　まず ，「快」，「不快」の 各系統の感情表現に つ いて ，

成功 した と判断さ れ た 2 系統 の 作品それぞれ の 全体の

デー
タによ り，その成功 した作 晶の特徴を反映する ，

一
つ の 大きな分布図 （図 2 を参照）と 3属 性と面積比

率 の 表 （表 3 参 照 ）を 作 D ，分 析 し て 「快」 と 「不

快」の成功した作品を通 して
一

般的 に冕 られる表現の

特徴 を検討 した。

　　　　　 な お 、こ こ に示した面積比率 〔％ ）とは，

　　　　 実際の各作品 ことの面積比率ではなぐ あ る

　　　　
一

つ の使用 色 ことの面 積 比率を合算 して ，

　　　　 その和 を 7作 品の点数の 7で 割 っ た数字で あ

　　　　 る。色 相の 表わ し方は 、例え ば赤，黄 の よ

　　　　 うに ，また，赤，黄色の 中間色橙色は黄赤

　　　　 で ，赤みが強い 場合、黄 く 赤で表 わ して ，

　　　　 黄み が 強 い 場合 、黄 〉 赤 で 表わ し
一
（い る。

5，2，1．

表現特徴

5，2，1．

的特徴

「快」の
“
成功

”
7 作品の 平均的

1 「快」の
“
成功

”
7 作品 の分布
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図 1 快 と不
1
決の 感情表現 の成功 した 14点 の作 品

不 快一1

不快
一
？

不快
一．R

不 快 ・4

不决一5

不
．
民 b

不 ．喪一7

　「快」の 7作品の Lab 空 間の分

布図 （図 2）か ら見 た分布特徴は 、

とくに分布の形状 にある 。

　全体の分布 の形は座標 のほぼ b

軸の プ ラ ス側に集中 して い て ，b

軸を挟ん で ほぼ対称の縦長の 楕円

形 である 。 5，2．2 に述べ る 「不

快」の 7点成功作品の分布 と比 べ

る と，大部分の 色が b軸のプラス

側 （「不快」の 7 点成功作品 の分

布 の 反対側）にあ り，分 散的な分

布が特徴で あ る。

5．2．1，2 「快」の
“
成功

”
7 作

品の三属性における平均 的特徴

　「快」の 7 作品の 測色データ （表

3）から見た三 属性の 特徴は，以

下のよ うであ る 。

　1， 全体 の 明度 で は ，L値につ

い て の の 39〜98の 間にあ り，そ

の うち ，80％ 以上の 色が L 値の 70

〜 98の間を占める。

　2． 色相で は，全体の 80％ 以上

の 色が黄赤，黄緑，黄 の 領域に 篥

中して い る 。

　3、 彩度 で は ，全体 的 には ab

値の 2〜 78の 間 にあ る。そ の う

ちの 60％ 以上の 色が ab 値の 29以

下 にあ り 120
％ の 色は 40〜78 の

間にある 。

5．2．2 「不 快j の
“
成 功

’17
作

品の平均的表現特徴

5．2．2．1 「不快」の
”
成功

’
7

作品 の 分布特徴

　「不快」の 7 作品の Lab 空 間の

分布図 （図 2）か ら見た分布特徴

は ， 画面全体の色は ほ ぼ ab 中心

点と b 軸上 マ イ ナ ス側 に集 中 し

て い る。「快」の 7 点の
」’
成功

”

作品の 分布と比 べ る と分布位 置

が正反対にな っ て い て ，分布の幅

も狭い傾向が認め ら れ る 。やはり

縦方 向 に 細 い 形 を して い る が ，色
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表 2 各作品にっ い て 整理した測色デ
ー

タ
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6D4 旦
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7LsO
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璽弖弖 1．一．．一旦麺 一」
　　　　　　　　　　 E
　　　　　　 93．9D　 I−一．．．．一 一一．一一一．一＿ 」
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一一　　 ≦拠 型 ｝．．
1：9．9．一一晒

鴇：ll　 z3．61
Z10E2
？．27　　　　 0．7s

一　．一．一．，〜．昼q．．

快 3．一
明度．L 画積比宰 〔m ：f9　 面殯比眠 （％ ｝

　 　 【明塵別｝　　 　　　 ．螺之度趾）、『
ア4、1779
、61　　　　　1、54

ti↑・49 　 　　 　 10．95
B8 ρ S　．　　 曁2垈 一 　19．24 　　　　40齟82
　 　 　 　 zo．D6
　 　 　 　 　 2ア・z4 　　　 1泌

　 　

　 　 　

．，呈鏗 ． ．一．．一一　　．95 ．q2

不快 3

瞬度、し　圍覆比崋

　 　 　こにまヨね

毳：自　、 e．日
旃 厂
31．3e 　 　 　 3，1

93．go

快 4

明 度．L　 面 積比耶 〔％ ｝

　 　 〔明 度 別 ｝

7z、95
ヱ呈里 0

92・o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 不 快 4

色相　　画殯比甲 幌 ｝　彩度　西殯肱嚀 ｛％ 》　　　 贋目【．L　四碗比 耶 偶 ｝　 i色帽

　 　 他 相 別 ）　 　　　 　 【跖 度 別 ｝　 　　　 　　 　　 1明 慶 別 ，

の間に重な りと隣接が見 られるのが特徴

である 。

　a 軸及び b 軸のプラス側の分布が少な

い 。

5．2，2．2 「不快」の
“
成功

”
7作品 の

三 属1生における平均的特徴

　「不快」の 7作品の測色デ
ー

タか ら見た

三 属性 の 特徴 は以下 の よ う で ある。（表

3参照）

　］． 全体 の 明度では 、L値の 16〜 84

の 間にあ り 1その うちの 80％ 以上の色が

L値の ］6〜 49の 間にある。

　2． 色相で は ，全体の 50％ 以 上 の 色は

青緑をは じめ，紫，青の領域に集中 して

い る 。 また ，緑 、黄赤などの色の面積も

大 きい。無彩色の黒がそれに加わる こ と

も
一つ の特徴で ある 。

　3，彩度では ，全体的には ab 値の 0〜

55の間にあるが ，その うちの 80％ の色

が ab 値の 0〜 19の間にある 。

　以上に述べ た 「快」と 「不快」の表現

がもつ 色の特徴 をまとめると ，次 ペ ー
ジ

の ようになる。
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一一　．一」 明 度 別 ｝

54．105877
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612S

鬯 ．51　　　 10皿 一
］0．Z3
．79，ヨa　　　　48、S3、
BO　3u86
、90 　　　．　31．89

［4氤lz

「49．3Z ．．．　 Z9 ．15
1ES．1巳
1　5ア．75 　　　　　3．7Z
l−7σ酒6　　 s、ls

．旦L辺 ．L−一一一一一 9．世

一
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籌戔護

一一
篇 「ll：晶　 昭、、

ロ 　 　 　 　 　 　 　1．os 　 ヨ しヨs

讖 钁

Y431

丕快 6

明 度・Lettlt4 　cx｝暦
一
面贋廊 孺 プ「ntli

　 　 cwaE 　］）　 　　 ト

1E，4s 　 8卸 縣 ．陋
z。 33 　　　　　 適母

ll：量1．一鯉 一
響

覊 1 畫：辷

9、1．9！891＿＿ gz．！9

く豚

墜

蘇

画積比寧 （x 〕

壁

骭

．29

6，考察

　「快」 と 「不 快」 の 作 品 の 琶 彩 の 全 体

的特徴につ い て考察する。

　多色による感 1青表現で は，たくさんの

色が一
つ の 画面 に配置され て い る 。もち

ろん，各使用色 は各色 の 特性と量 （面積

比 率）．位置 に よ っ て そ れ ぞ れ の感 じ を表

わすのであるが，一
つ の画面において

一

つ の感情的なイメ
ー

ジはある 1色 による

の で はな く、各色が集 っ て 表す総合効果

によっ て ，形成された全体 （画画全体）

か ら感 じ取 られる 。 したが っ て ．1色の

感情効果の場合と違 っ て ，多色の色全体

によ っ て どのよ うなイメ
ー

ジを人に与え

る かは，そ れ らの 色全体の 特徴に よ っ て

決 め られる。そ の 点が ，作品的表現 に お

け る特徴と 言 え る 。つ ま り，そ の特徴 は、

性質の 違う構成要因が ，一定の 量の比例

的関係で構成される こ とによ っ て表われ

て ぎた，新 しい 性質の も の で あると考 え
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質 ．一一一，廴4．墮
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　 　 〔色椙別｝　　　　　　 ∫彩篋黝　．
fi＞ w 　　L68−

．−
1
’
／6
’
i

　　　　 ト〒勝
一 ア5−°6

　　　　 ［襁 2 　　 ヱ

姐 冫赤

趣
餐く赤

．赤 一　 　　 〇．E3 ．．．．
拳 ii　 sl：

赤 ≦貴 一．．．ヨ4・33 　 ｛
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二 二劔コー 98，t4

　沮1」色 の 結果に対する分析によ っ て ，「快」と 「不快」

の表現が も つ 色全体特徴と構成要因 の 特徴が次 の よ う

な点にお い て明 らかにな っ た 。

「ta・］ の
Lト
成 功

1’
作 品の tab 色空 閻上の 分布 特徴

位置 全体 の 分布は ほぼ b軸 のブ ラス 側に集 中 して い る

形 b軸 両 側 に ほぼ対称 的な縦長 い楕円形で ある

使 用色 間 隔 分散 的な分布 も特徴で あ る

「快」の
”
成功

”
作品の 測色値の 三属性 の 特微

明度 全体 の 明度は L 値 の39〜98の 間に あ り，その うち．8D％以上 の 色が L 値 の 70〜98 の 聞に あ る

色耜 全体 の 8D％以上 の 色 は黄赤．黄緑 ．黄 の 領城 に集 中 して いる

彩度 全体の 彩度は ab 値の 2〜78 の 問に あり．そ の うちの 6U％以上の 色が ab 値 の 29以下 で 、20％の

色が 4D〜78 の 間 に あ る

「不快亅 の
‘L
成功

”
作品の lab 色空間．Lの 分布特徴

位 置 画 面全体の 色は ほぼ ab 中心 点と b 軸 トに （マ イナス 側 ）集 中 して い る．　 「快」 の
’」
成功

「「
作 品の

分 布 と正 反対 にな っ てい る

形 幅も狭 い ，縦方向に 細い 形を して い る．

使 用 色 間 隔 色 の 間 に は 重 な りと 隣接の 特徴が あ る。

「不 快 J の
”
成功

tt
作 品 の 測色値 の 三属 性の 特徴

明度 圭体の 明度 は L 値の 16〜84の 間 にあ り、その うち 、80％以 上の色 が L値 の16〜49の 間 にあ る

色相 全体の 50％以 巳の色 は青緑 をは じめ ，赤青 、青の 領域 に集中 して い る、また 、緑、黄 赤，黒な

ど の 色 の 面積 』大き い 。

彩度 全 体の 彩度 は ab 値 の D帽55 の 1田にあ り、その うちの 80％の 色 が ab 値 の O〜19の 聞 にあ る。

　「快」 と 「不快」の表 現の違いは、色全体の構成要

因 との 色全体 の 特徴 か ら見 ると ，「快」を表現 した作

品 で は ，80％の面積比率を占め た大面積色は L値が 70
〜 98 の 問 に あ る 。つ ま り ，明度 が高 く，色相 は黄 ，

黄赤，黄緑領域に偏る。彩度が ab 値の 2〜 59 の 問に

あ り、「不 快」の表現 と比べ て も明確な差を示すと い

うよ うな特徴は 認 め ら れなか っ たが ，「不快」の 表現

より
一

般 に高彩度である 。 小面積の色では，明度 1 色

相は多様 で ある。彩度 は い ろ い ろ で あるが，一
般 的傾

向と して は彩度が高い。

　「不 快」を表現 した作品 で は ，800／o の 面 積比率を占

めた大面穫色は sL 値が 16〜 49の 間に

あ っ て ，明度が低い。色相の 70％前後は ，

紫，青，青緑領 域に偏 っ て い る 。 彩度は

80％ の 色が ab 値の 0 〜 ］9 の 間に あ り

「快」の表現よ り低い傾 向にある。小面

積の 色 で は 明度、色相は 多様で ，彩度も

い ろ い ろ であるが，「快」と 同 様 に高い

彩度の傾向が認 め られる。

　分析 した対象作品は 、それぞれ 「快」と 「不快」の

感情を うま く表現 して い るもの を選択したのであるが，

個性が あ ふ れ る 作品 で あ る一
方 ，そ れ に 力口えて全体的

に共通する普遍的な 「快」 と 「不快」の感情表出も強

　　 　　 　　 く感 じられる。

　　　　　　　 「快」と 「不 快」の 感情表現 の 使用

　　　　　　 された色彩には，大面積部分と小面積

　　　　　　 部分 が ある。「快」あ る い は 「不快」

　　　　　　 の各作 品の大面槇部分にはそれぞれに

　　　　　　 固有の共通的特徴があ っ て ，そ の 基本

　　 　　 　　 的共通特徴 によ っ て各作品 には 「快」

　　 　　 　　 あるいは 「不快」のイメ
ー

ジが決定さ

　　　　　　 れる の で ある。こ れは 「快」と 「不快」

　　　　　　 の 感情に と っ て の 基 本的表現要素で あ

　　　　　　 る と言 え よ う 。 言 いか えれば、「快」

　　　　　　 と 「不快」の 三 属性における色彩感情

　　　　　　 には ，土台とな る共通的要素があ る 。

　　　　　　　 また ，各作品における個性的な表現

　　　　　　 は ，各作品 におい て 共通性が少ない ，

　　　　　　 小面積部分によ っ て 表現され て いる こ

　　　　　　 とが認められる 。

　　　　　　　 この大面積と小面積部分の比例関係

　　 　　 　　 と両部分 が画面に占める関係による構

　　　　　　 成要 因 の 特 徴 によ っ て ，個性 の あ る

　　　　　　　 「快」と 「不快」の 表現が で きる こ と

になると判断してよ い だ ろう 。

　ま とめ ると ，「快」と 「不 快」の表現 がも つ 色全体

の構成要因 は，画面全体の色相 1 明度 ，彩度の 3属性

的要 因 と面 積比率 の 4 つ に よ る 。作 品 の 分析 に よ っ て ，

「快」と 「不快」の 表現には 、明度 と色 相の 要因に

は っ きり した特徴があ っ たが ，彩度に は 要因 と すべ き

は っ き り した特徴がなか っ た。すな わち，「快」と 「不

快」の表現の色全体の特徴，つ ま り 「快」と 「不快」

の イ メージ にと っ て ，主に明度と色相の要 因によ っ て

決め られる と考え られる。すなわち ，色彩全体の明度

的，色相的特徴が互 い に正反対の側にある こ とによ っ
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図 2　「快」，「不快」の Lab 色空間の 分布図

て 正反対の イメージが表現されるの で ある。

7，まとめ

　以上 の 分析と検討は，］4 点の 「快」と 「不快」の感

情をうま く表現 した作品の測色結果 に基 づ いて行 っ た

もの で ある 。 各作品 と 「快⊥ 「不 映」の感情表現 の 各

使用色の 性 質 と比率 関係に つ い て は

明確 な結果 が得 られた。「快」と 「不

快」の 感情表現 の 金体の 特徴に つ い て

ま と め る と s 「快」 の 表現 が も つ 色彩

全体の特徴 は、多色配置 された画面 を

一
つ の全体と して 見た とぎ 、そ の 画 面

の 800／o の 面積比率を 占め た色の 明度

が L 値の 70〜 9B の間にあ り，色相 は

黄 ，黄赤 1 黄緑領域にある，、

　
一

方 、「不快」の表現がも つ 色彩全

体の特徴は，多色配置された画面 を
一

つ の全体として見たとき ，そ の 画面 の

80％ の面積比 率 を占め た色 の 明度が

L値の 16〜 49 の 悶に あ り，70％ 前後

の 色 の 色相は紫，青，青緑領域にある。

　以上の よ う に多色 に よ る 「快」と

「不快」の感情表現には，色相，明度，

彩度の 三 属性的要因と面積比率の 4つ

の 基本要 因がある 。 すなわち ，「
・
」央」

と 「不 1央」の表現 にと っ て 大面 積比率

を持つ 色 の 特性 （属性）がその表現の

基本的な性質とな り，面積比率 の 小 さ い 色 の特性 （属

性）はその表現 に対 して ニ ュ ア ン スや深みを与 える味

つ けの役 割を果た していると考えられる の で ある。

　三属 1生か ら見る と、「快」の 表現 で は ，明度が高 い

測定値を持っ て い て全般的に明るく，色相は黄色を中

心 と した暖饐系で あ る 。 彩度 は明確な傾向が認め られ

表 3　全体に つ い て の 平均的 「快」，「不快1 フ点測定デ
ー

タ

快の 7点哉功作品の測色データ
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なか っ たが，「不快」の表現 よ りやや高い傾向があ る。

　「不快」の表現で は，明度 が 低 く全般的 に 暗く，色

相は青色 を中心 とした寒色系である。彩度は明確な傾

向とは言えない が ，「快」の表現よ りやや低い傾向が

ある 。

参考な らびに関連文献

1）大山正 ・田中靖政
・
芳賀純 ：日米学生 における色

　彩感情と色彩象徴、心 理学研究 ，34 （1963）109−121

2）中川正宣 ・富家直 ・柳瀬徹夫 ：色彩感情空間 の構

　成，日本色彩学会誌 、（1984）147− 158

3 ）神作順子 ：色彩感情の 分析の研究
一 2色配色の場

　合，心理学研究，34，（］963）1−12

4 ）納谷嘉信他 ：3 色配色の Semantic 　Differentlalに

　よる感情分析 （そ の 2．実験結果 の因子 分析 による

　解析），電気試験所彙報，32，（1968）195−220

5 ）納谷嘉信他 ：3 色配色の Semantic　Differential法

　による感情分析 （その 3．各配色感情の因子 評点と

　物理量 との 対応），電気試験所彙報 ，32，（1968）221−

　 2386

）財団法人 日本色彩 研究所 ：カラ
ー

イメ
ージ単色編 ．

　 （1975）

7 ）財団法人日本色彩研究所 ：カラ
ー

イメ
ー

ジ 3色配

　色編 ，　（1975）

8）金子隆芳
・
富家直 ・富田正利 ・齋藤美穗 ：色彩の

　認知的惰動的特性，新編色彩科学八 ン ドブ ッ ク，

　 （1998）　377

9）相馬
一郎 ：単色の嗜好感惰，新編色彩科学八 ン ド

　ブ ッ ク，（1998）669

］0）納谷嘉信 ：配色感情次元 ，配色嗜好感情の個人差 ，

　面積比 ，配色，新編色彩科学八 ン ドブ ッ ク ，（］998）

　 6751D

佐藤昌子 ・皆川基 ：形状 と色彩の感惰効果 に関す

　る研究 （第 1報）日本と ヨーロ ッ パの伝統文様を例

　に して ，日本色彩学会誌，（1994）137− 146

12）佐藤昌子
・皆川基 ・吉川研一 ：形状と色彩の 感情

　効果 に関する研 究 （第 2報）そ の 1．単色の 感情効

　果 とその色を幾何学文様に配色 した場合の感情に及

　ぼす色彩面積の影響 ，日本色彩学会誌 ，（］994）41 −

　 5513

）細野尚志著 ・財団法人日本色彩研究所編 ：カラ
ー

　ライ ブラ リ
ー

デザイナ
ーズカ ラ

ーシ リズ ，カ ラ ー

　八
一

モ ニ
ー

パ レ ッ ト7，七 ，配色の感情効果 と カ ラ ー

　八
一

モ ニ
ー

，大旺堂　（1964）

14）川上元郎他 ：色彩の事典 、朝倉書店　 （1987）

15）相馬
一

郎 ：色彩の はた らき s 感覚
・
知覚心理学 ハ

　ン ドブ ッ ク誠心書房 （1969）384−396

　　　　　　　　　 （受付 E］： ］999年 9月 2 日）

著者紹介
ぱん　 　　じ ft

　　 杰

］960年 7 月 16 日生

平成 ll年 3月東京芸術大学大学院

美術研究科芸術学専攻博士課程修

了

博士 （美術）

1999年 4月か ら東京芸術大学美術

学部客員研究員

日本色彩学会

一 ：二ニ コ 239 ［ ＝ ニ ー ＝コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


